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　病院関係者にとって，喫煙の問題はなかなか大変である．4 年前に病院機能評価の認定を受けるとき
にもこの扱いに困った．当時の基準では分煙がしっかりとなされていればよいとのことであった．外
来患者の受付前に喫煙室が設けられており排煙シムテムも完備したもので，基準は十分に満たしてい
た．喫煙室はガラス張りで，椅子がなく立ったままでタバコをくゆらせるのである．この中でいつし
か白衣姿の喫煙者がみられるようになり，この数がどんどん増えてしまう．これもまたいささか異様
な光景であった．
　また，機能評価の認定状況に関する情報を分析すると完全な禁煙がどうも必要なようであり，とに
かく院内ではいっさい喫煙を認めないことになった．この決定後，数か月して各医局や当直室を抜き
打ち検査した．何となく秘密警察みたいで嫌な役割であるが，これが結構役に立った．医局の扉を開
けたとたんに，タバコを口にくわえた医師がうろたえたりしたものである．ある医局では，私たちは
タバコを吸いませんと大きなポスターが張ってあり，感心して見てみると“吸いません”が“吸いま
す”になっていた．喫煙者の抵抗もなかなかのものである．
　患者さんからの喫煙希望も寄せられた．特にがん末期の方で，タバコを吸うくらいが楽しみである
と言われると，これをだめですよというのはつらいことでもある．一応敷地内ではあるが，病院の建
物から離れた場所を“憩いの広場”と称して喫煙も可能な場所としたが，雨露をしのぐ設備もなくあ
まり評判がよくない．
　ただ，問題はより複雑になった．この広場の管轄は病院というより大学本部である．医学部も含め
て全体の喫煙問題が大きな課題となった．学生，研究生，教員，事務職員を含め取り組まねばならな
い．医学部教授会で早速禁煙促進委員会を設置したり，事務部が灰皿撤去にかかるなどの活動が開始
された．
　教授室が治外法権となっているのはけしからんとの投書も寄せられた．教授が部屋で吸っているら
しいが，これに対処するのは容易ではない．ある教授が頻回に駐車場に行く．彼の駐車場は病院から
離れたところであり，自分の車の中でゆっくりと一服しているのであろう．まあこれも悪くないか．

 （跡見　裕）
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